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毎 夢
１月12日　穂高幼稚園三九郎 １月24日　大谷翔平選手 グローブ紹介式

穂高幼稚園では本年度「夏の夜の集いでともすちょ
うちんの火」「生活で使う大切な火とともしび」「三九
郎に願いを込めた大きな火」の３つの火を大切にした
保育を行っています。このほど三九郎が行われ、約
70 人の園児らが燃え盛る炎に新しい年への期待と願
いを込めました。やぐらは冬休み明けから地域住民
の力を借りて園児らが制作。自宅から正月飾りを持ち
寄ったり、書き初めをしたり、前日にはまゆ玉づくり
を行うなど準備を進めてきました。年長児の鈴木咲結
ちゃん（６）は「やぐらに飾ったわらがすぐに燃えてす
ごかった。毎日楽しく遊べますように」と、立ち上が
る煙を見上げ願っていました。

米大リーグで活躍する大谷翔平選手から全国の小学
生に贈られたグローブが、市内小学校 10 校に届きま
した。豊科南小学校ではグローブ紹介式が行われ、体
育館に集まった全校児童 700 人が、大谷選手を紹介
する映像を鑑賞した後、代表の６年生６人がグローブ
を使って始球式を行いました。

始球式を行った山﨑翔太さん（12）は、「大谷選手か
らのグローブを手にして気持ちが上がった。大切に
使っていきたい」と笑顔で話してくれました。奥原竜
司校長は、「大谷選手が夢を叶えたように、実現に向
けて頑張る気持ちを大切にして欲しい」と児童に呼び
かけていました。

日笑顔で楽しく！ 火に込めた願い の贈り物を しっかりキャッチ

１月28日　ハンターと歩く里山

さとぷろ。と安曇野市猟友会（以降、猟友会）は、本年で7 回目とな
る「ハンターと歩く里山」を開きました。参加者12 人が現役ハンター
の案内のもと、穂高牧の山林で獣の足跡を探したり、狩猟のコツを教
わりながら里山歩きを楽しみました。このイベントは、里山や狩猟に
興味を持ってもらい、ハンターになるきっかけになればと企画された
もの。実際の狩場を歩きながら聞く体験談に参加者からは質問が飛び
交っていました。

昼には、猟友会特製のジビエ汁が振舞われ、脂がのったイノシシの
肉の味に舌鼓を打っていました。参加した渡邊優作さん（41・穂高）
は、「ハンターの貴重な生の声が聞けて、とても勉強になったし、なり
たい気持ちが大きくなった」と話してくれました。

冬 の里山を案内　体験談に興味津々
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す
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あ
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足
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携
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追
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５
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０
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８
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８
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依頼主の人生に寄り添う
ジュエリー作家

山 田 ひ か り さ ん（ 堀 金 ）
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２
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英語を学び海外生活を
したり、東京から長野
までサイクリングをし
たりと、やりたいこと
はやる行動力の持ち主。
現在、事業拡大の資金
源にしようと、ライブ
配信で収入も得ている。

「どこにでも行けるし、
なんにでもなれる。こ
れからの人生が楽しみ」
とほほ笑む。
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